Ｒ３年１０月改正

通常型指名競争入札・随意契約(見積合わせ)・特命随意契約用
現場代理人及び主任（監理）技術者の配置に係る確約書について

１　趣旨

建設工事の施工にあたっては、現場代理人、主任(監理)技術者及び監理技術者補佐の適正な配置が必要です。

このため、現場代理人、主任(監理)技術者及び監理技術者補佐には恒常的な雇用関係（専任を要する主任(監理)技術者は、開札日以前に３か月以上の雇用期間、専任を要しない主任技術者は開札日の前日以前に雇用関係）がある者を配置することを要件としています。

一般競争入札においては、入札参加資格確認申請書の配置予定技術者調書に配置予定の主任(監理)技術者及び監理技術者補佐を記載するとともに、雇用関係を確認できる書類を求めています。

しかし、通常型指名競争入札、随意契約(見積合わせ)及び特命随意契約の場合には、落札者が契約締結後に、現場代理人、主任(監理)技術者届を提出することとなっているため、契約締結後に主任(監理)技術者及び監理技術者補佐の恒常的な雇用関係がある者を配置できない場合があります。

このような事態を防ぐために、指名通知書又は見積依頼書の交付（資料配付）について連絡を受けた者に主任(監理)技術者及び監理技術者補佐について、見積日・開札日の前日までに直接的かつ恒常的な雇用関係がある者を配置できること、また、「現場代理人、主任(監理)技術者及び監理技術者補佐の雇用関係及び本人確認について」に記載された証明書類を、契約締結後に提出できることについての確約をする「確約書」を求めることとします。

２　内容
別添の主任(監理)技術者及び監理技術者補佐の配置に係る「確約書」を提出する必要があります。

確約書を提出できない者には、指名通知書又は見積依頼書の交付（資料配付）を行いませんので、見積合わせ・入札に参加することはできません。

なお、見積合わせ・入札後において本確約書に違反することが判明した者は、見積合わせ・入札の無効、指名停止措置、契約解除、資格取消などを行うことがあります。

３　提出方法等

指名通知書又は見積依頼書の交付（資料配付）について連絡を受けた場合は、確約書を提出してください。
	区　　　分
	入札等に参加するための確約書の提出方法

	通常型指名競争入札
	指名競争入札選定結果通知書受領時に「確約書」を提出

	随意契約(見積合わせ)
	随意契約(見積合わせ)の見積依頼書受領時に「確約書」を提出

	特命随意契約
	特命随意契約の見積依頼書受領時に「確約書」を提出


４　実施時期

　　平成２２年７月１日以降に指名通知又は見積依頼を行うものから実施します。
　（なお、令和３年１０月に様式を変更しています。）
 (お問い合わせ先)　　　　　　　広島市水道局財務課契約係
電話（０８２）５１１－６８２６（直通）

(提    出    先)               同上
見積依頼書・指名競争入札選定結果通知書受領時提出用
確　　約　　書
令和　　年　　月　　日　
(あて先)

広島市水道事業管理者
確約者　所 　在 　地

                                  商号又は名称　　　　　　　　　　　　　

       代表者 　　　　　　　　　　　　　
　

　　　　　　　　　　　　　　　　　

確約事項

工事名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の見積り・入札にあたり、契約締結後は、主任（監理）技術者について、見積日・開札日の前日までに当社と直接的かつ恒常的な雇用関係(専任を要する主任（監理）技術者及び建設業法第２６条第３項ただし書の規定の適用を受ける監理技術者（以下「特例監理技術者」という。）は、見積日・開札日以前に３か月以上の雇用期間、専任を要しない主任（監理）技術者は、見積日・開札日の前日以前に雇用関係)がある者を配置できることを確約します。
特例監理技術者を置く場合にあっては、契約締結後は、監理技術者補佐（監理技術者の行うべき同法第２６条の４第１項に規定する職務を補佐する者をいう。）について、見積日・開札日以前に３か月以上の雇用関係がある者を配置できることを確約します。

また、「現場代理人、主任(監理)技術者及び監理技術者補佐の雇用関係及び本人確認について」に記載された証明書類を、契約締結後に提出できることを確約します。

注意　　本確約書を提出できない者は、見積合わせ・入札に参加することはできません。

　　　　なお、見積合わせ・入札後において本確約書に違反することが判明した者は、見積り・入札の無効、指名停止措置、契約解除、資格取消などを行うことがあります。
※広島市水道局使用欄
工事着手日選択型契約方式試行対象工事
見積依頼書・指名競争入札選定結果通知書受領時提出用

確　　約　　書
令和　　年　　月　　日　
(あて先)

広島市水道事業管理者

確約者　所 　在 　地

                                  商号又は名称　　　　　　　　　　　　　

       代表者　　　　　　　　  　　　　 
　

　　　　　　　　　　　　　　　　　

確約事項

工事名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の見積り・入札にあたり、実工事期間の始期（広島市水道局の承諾を得て実工事期間の始期を早めた場合は、変更後の実工事期間の始期をいう。以下同じ。）以降は、主任（監理）技術者について、見積日・開札日の前日までに当社と直接的かつ恒常的な雇用関係(専任を要する主任（監理）技術者及び建設業法第２６条第３項ただし書の規定の適用を受ける監理技術者（以下「特例監理技術者」という。）は、見積日・開札日以前に３か月以上の雇用期間、専任を要しない主任（監理）技術者（特例監理技術者を除く。）は、見積日・開札日の前日以前に雇用関係)がある者を配置できることを確約します。
特例監理技術者を置く場合にあっては、実工事期間の始期以降は、監理技術者補佐（監理技術者の行うべき同法第２６条の４第１項に規定する職務を補佐する者をいう。）について、見積日・開札日以前に３か月以上の雇用関係がある者を配置できることを確約します。

また、「現場代理人、主任(監理)技術者及び監理技術者補佐の雇用関係及び本人確認について」に記載された証明書類を、実工事期間の始期以降速やかに提出できることを確約します。

注意　　本確約書を提出できない者は、見積合わせ・入札に参加することはできません。

　　　　なお、見積合わせ・入札後において本確約書に違反することが判明した者は、見積り・入札の無効、指名停止措置、契約解除、資格取消などを行うことがあります。
※広島市水道局使用欄















提出者本人確認等済（提出者：      　　　　水道局確認者：　　　　　　　）














提出者本人確認等済（提出者：      　　　　水道局確認者：　　　　　　　）
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